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　　　図3：論文の総編数に対する陶材・合成樹脂論文数の百分率（雑誌　7種）
　まず実線で示される陶材論文の百分率をみると，大正末期にピークがあるが，昭和初期
に激減し，昭和6年に再び最高となっている．しかし，次第に減じて終戦を迎え，戦後の
昭和28年より漸次上昇し，昭和53年で最高を示している．一方，波線で示される合成樹脂
論文の百分率では，昭和16年から論文が現われ始め，戦後，その数を増したが，昭和30年
以後やs減少し，昭和48年頃から再び上昇を始め，昭和53年が最高となっている．
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図4：陶材論文の材料別分類の比率（雑誌45種）
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図5：陶材論文研究内容別分類の比率（雑誌45種）
4．総括並びに考察
　大正4年から昭和53年までの63年間を通し，
松本歯科大学図書館に保管されている45種類の
雑誌を年度別に陶材論文数，掲載雑誌数，調査雑
誌数を各々調査し，その年度的推移及び，合成樹
脂論文との関係を比較し陶材論文に関してはその
材料別と研究内容別に分類し比率を求めたもので
ある．陶材論文の年度的推移は戦前に於いて陶材
論文の掲載雑誌数は全体的に少ない．その中では
昭和5年から昭和12年の間の論文数が少し多く
昭和5年と昭和11年が多い．戦中は掲載雑誌数も
論文数も共に少ない．戦後は調査雑誌も陶材関係
の研究論文も他の論文に比して数を増している．
傾向を見るとある周期を示しながら上昇している
様に思われる．第1のピークは昭和28年で第2の
ピークは昭和35年，36年，37年である陶材論文
数が急激に増えるのは，昭和35年の歯科時報に23）
海外レ・±：一トとして焼付陶材が初めて日本に紹介
されてからである．第3のピークは昭和41年であ
る．この年に，初めて歯界展望に「アルミナの強
度を利用した陶材補綴法」24）が紹介され一時的に
ブームを起こしている．年を追うに従って陶材の
論文が増えているのは陶材が強度，適合度，審美
性等非常に研究が進み優秀な物になった事，今ま
で複雑かつ時間を要した作業の手順が徐々に簡便
化され，短縮されて来た事によると思われる．ア
ルミナスの出現で強度が増し在来のポーセレンの
持つ欠点であるもろさがやや改善され，それに加
えて審美的に優れている特質が重視されて来た為
と考えられる．患者の口腔内に於いて周囲の他の
歯牙との調和という点で陶材が最も歯列の状態に
一番適合し，自然に見え審美的に優れその上，耐
久性に於いて最も自然歯に近いという利点を持っ
ている．又生活歯に用い，歯髄の生活力と，歯牙
の健康とを保護する事が出来る利点が認められ，
合成樹脂に比し，最近又見なおされて来ている様
である．今世紀特に戦後，歯科医学の発展はすさ
まじい物がある．特に臨床補綴の内容の変化は目
を見張る物がある．これは社会の環境の変化に相
応するとは言え学問的な研究の発展による物であ
る．材料の進歩，器械，製作技術の研究が著しく
進歩した為である．咀噌，明晰な発音確保並びに
外観的な美しさ容貌をくずさずに保つ目的に適し
た物であるとして陶材が見直された．天然歯に近
い状態にと努力が積み重ねられて来たのが結局戦
後の合成樹脂ブームから陶材へと変化した理由の
様である．そこで各歯科大学附属病院補綴診療内
容の統計を見ると東京医科歯科大学附属病院での
統計1）2）5）　6）　8｝　11）では戦前昭和7年～16年と戦後20
年～23年，32年～33年の3回の調査では補綴物
の中で継続歯（外被陶冠，デピス歯冠，レジン歯）
232 橋口他：陶材に関する論文の統計的観察
が多く昭和48年の統計では全体の補綴物に比し
前装冠24．66％（レジン前装冠11．52％，陶材焼付
鋳造冠10．73％，既性陶歯前装冠2．41％），ジャ
ケット冠8．74％（レジンジャケヅト冠6．57％，陶
材ジャゲット冠2．17％）一部被覆歯冠6．91％の順
であり陶材使用が多くなっている．愛知歯科大学
補綴物統計を検討すると昭和39年～昭和40年平
沼謙二他10）と昭和44年～昭和45年岸弥栄子他12）
では前装鋳造冠3．3％，陶材ジャケット冠5．8％，
陶材熔着鋳造冠5．0％であり最近の統計昭和47
年～昭和48年加藤寿彦他13）n）では前装鋳造冠は
3．2％，陶材ジャヶヅト冠3．0％，陶材熔着鋳造冠
17．0％，レジンジャケット0．6％であった．加藤寿
彦他22）は昭和48年～昭和51年の4年間の統計で
熔着鋳造冠は昭和44年の調査では98個5．0％，
昭和47年では382個と約4倍に増加17．0％を占
めさらに昭和48年では479個21．7％に増加，陶
材ジャケット冠の比率は昭和44年では5．8％，昭
和47年では3．0％である．この減少は支台装置に
陶材熔着鋳造冠の応用頻度が極めて多くなって来
て審美性の回復に加え鋳造冠の利点を備えた修復
物として近年種々の方向から研究が進み現時点で
は比較的信頼度の高い補綴法として認められて来
たとしている．鶴見大学歯科学部補綴物統計昭和
47年～49年の2年間小島秀夫他14）15）によると私
費では継続歯の減少傾向はさらに進み，陶材ジャ
ケット冠が減少しそれを補う様に陶材焼付冠の製
作頻度がさらに増加し私費の支台装置中68％を
占め，金属冠中，陶材焼付冠は43％を示している．
東北大学歯学部附属病院補綴物統計16朋によると
昭和42年11月より同48年12月に至る6年2ケ
月間について外来患者の推移を見ている．陶材焼
付冠は昭和43年7．8％から昭和48年32．9％へと
順次増加の傾向を示している．それに反し陶材
ジャケット冠は昭和43年21．7％から昭和48年
3．0％へと減少しており，継続歯も同様な傾向が見
られる．この事は陶材論文数と比例しており年を
増す毎に金属焼付のケースが増えていることは，
興味深い、陶材論文の材料別に分類すると一番多
く掲載されているのは金属焼付陶材で次いで陶材
ジャケットクラウン，アルミナス陶材であった．
この事は各歯科大学附属病院の製作物統計と一致
し興味深い．
5．結 論
　大正4年より昭和53年までに松本歯科大学図
書館に保管されている雑誌45種類の陶材に関す
る論文と合成樹脂に関する論文を抽出して調査し
た結果次の様な結論を得た．
　1）45種類雑誌の陶材に関する論文数は戦後年
を経るに従って増加しブーム的周期を示してい
る．最高掲載編数では52年度の71編であった．
　2）7種類抽出雑誌15，545編の内，掲載陶材関
係論文は326編で2．1％を示し合成樹脂関係論文
では313編で2．0％であり，両者ともある一定の
周期をもち戦後25年頃から漸次上昇し53年に最
高を示し年間陶材関係論文47編合成樹脂関係論
文30編であった．
　3）陶材関係論文を材料別に分類すると最も多
い論文は金属焼付であり次いで陶材ジャケットク
ラウン，陶材インレー，アルミナス陶材の順であっ
た．
　4）研究内容別に分けて見ると最も多い論文は
方法論で次いで物理学的，色調，適合性，設計，
破折関係の論文の順であった．
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